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１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

①「地域に開かれた学校」を発展させ、保護者や地域の方が学校づくりに主体的に参画し、

「地域とともに生徒を育てる学校」の実現を目指します。 
② より実効性のある学校関係者評価を実現し、教育活動を改善します。 
③ 保護者や地域の方が、学校の教育活動に積極的に関わることを通して、相互理解を深め

たコミュニティスクールを推進します。 
 
２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

 

（1）教育活動の実践事例 
【地域の人材を活用したキャリア教育】 
 本校では学校教育全体を通じ、キャリア教育をおこなっています。とりわけ、２年生で

の職場体験学習は、地域の協力のもと、生徒たちが自らの生き方を見つめる絶好の機会で

す。また、今年度は４組のスペシャリストを招き、それぞれの仕事や活動との向き合い方、

生き方に関わる講演会・体験会を開催しました。選んだ理由や大変な所、やりがい等や、

仕事や活動をするときの姿勢・心構えについてなどお話しいただきました。生徒たちは、

自分がどのように生きていきたいかについてイメージを持ち、自分の夢に向けて、一歩ず

つ準備を進めていくことができました。 
 また職場体験や講演会後には、その活動から得た気づきや学びについてまとめました。

生徒同士で交流し、友達の気づきから新たに学ぶ姿や、お世話になった方々にどのように

感謝を伝えたらよいかと考えながら手紙を懸命に描く様子がありました。  

 
【地域ラグビーチームとの体験会】         【諏訪太鼓体験会】 
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【港中学校花いっぱい運動】 
 
 港中学校花いっぱい運動は、２５年以上も続く本校の伝統活動です。各学年、学期に１

度、プランターの花の植え替えを行います。校舎周辺のプランターや花壇は、生徒だけで

なく、来校される保護者・地域の皆さんにも喜ばれています。 
 この活動は、ＰＴＡ活動の一環として、保護者の方々にも協力していただいています。

生徒たちは、保護者の皆さんと一緒に花を植え、交流することができ、素敵な時間を過ご

しています。また、プランターの一部を、ＪＲ四日市駅に毎年寄贈していることから、今

年度もＪＲ四日市駅から感謝状を贈呈していただきました。 

        
   【３年生 花いっぱい活動】       【JR 四日市駅での感謝状の贈呈式】 
 
【浜田地区防災訓練】 
 １１月に行われた浜田地区防災訓練に港中学校全校生徒が参加しました。初めに防災委

員長の方から訓練の意義などの説明があり、その後、要救助者救出訓練や、AED 講習会な

どを体験した後、三重大学の川口先生から災害への対応についてわかりやすく教えてもら

いました。３年生約２０名の生徒が備蓄用アルファ米の炊き出しに参加しました。炊いた

ご飯は、参加者全員に配付されました。       

 
 
      【AED 講習会】             【地域の皆さんと炊き出し】 



（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 
 ＣＳみなとの委員の方々は、常に学校と家庭、中学生と地域の関わりを深めることを考

えていただいています。今年度は生徒会本部役員とのランチミーティングを行い、「どんな

学校にしたいか」「どんな活動がしたいか」など、子どもたちの声を直接しっかり聴いてい

ただきました。港中を誇らしく思い、「中学生は地域の宝だ。」という気持ちで様々な行事

に取り組み、協力していただいています。本校では、地域の期待に応えることができるよ

う学校行事等を計画し、全国学調等の結果から本校の学習の状況を把握していただくよう

に努めています。併せて「学校評価」を実施し、学校教育活動の改善にも取り組んできま

した。学校と地域がそれぞれの活動を共有しながら、「地域の子どもは地域が育てる」を基

本に「港中学校区」でよかったと思える生徒の育成に貢献できたと思います。 
 「キャリア教育でついた力を子どもたちが実感できる取り組み」、「港中伝統のあいさつ

と掃除」、「災害時における地域での中学生の救助活動への参加」、等へのご意見をいただき

ました。これを受けて教職員の意識も変容し、教育活動に生かすことができるようになり

ました。 
 
３ 今後に向けて 
 浜田地区は、地域と学校とのつながりが深く、地域で子どもたちを育てていく地盤があ

ります。今年度も「浜田地区防災訓練」を盛大に行うことができ、中学生たちからは、も

っと地域の行事に参画したいとの意見が上がりました。CS みなと運営協議会で生徒会本

部役員とのランチミーティングを行った際、地域の行事に中学生が運営するブースを出す

等の参画の仕方があるとご意見をいただきました。今後は、地域の行事への中学生の参加

も考えていきたいと思います。色々な世代をつなぐ手立てを今後も考え、新しい学校づく

り、地域づくりに努めていきたいと思います。 
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月 協議会の開催 活 動 内 容 

４ 
 
 
 

 

５ 

 
第１回運営協議会 

5/9 
 

・コミュニティスクール運営協議会規約 
・令和５年度の組織・学校運営 
・令和５年度学校づくりビジョンの説明と承認 
・令和５年度年間計画と活動方針の検討 

６ 
 
 
 

・２年生花いっぱい運動①（6/28） 

７ 

 
第２回運営協議会 

7/4 
 

・1学期の教育活動の報告と評価 
・校内授業参観 

８ 
 
 
 

 

９ 

 
第３回運営協議会 

9/27 
 

・本校体育祭参観 

10 
 
 

・３年生花いっぱい運動②（10/6） 

11 

 
第４回運営協議会 

11/6 
 

・本校文化祭参観 
・浜田地区防災避難訓練 

12 
 
 
 

 

１ 
 
 
 

 

２ 

 
第５回運営協議会 

2/6 
 

・令和５年度学校行事及び教育活動の総括 
・学校アンケート結果及び考察と学校自己評価 
・学校関係者評価（次年度に向けて） 
・花いっぱい運動③（2/26） 

３ 
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